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持続血液沌遇透析 (CHDF)の物質除去効率の違いを,Il刷 丁扶養室素 (分 日 ;_'60),ビタミン
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minI,浄化器はPAN (polyacrylonitrile)膜を使用した CHFはいずれの/):H一量領域におい







B-1,(分 j'-量1,355),デキス トラン (分 予量4,400),チ トクロームC(分 [･量12.400),ミオグロ
ビン (分 予量17,800)のクリアランスを計測することにより検討した.血液流量は100m/･

















































でのCHF,CHDを行 い BUNの除去を比較 した 2万
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